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報広村納手嘉

治
行
政
血
に
は
命
く
の
素
人
て
一
束
の
弄
展
を
期
す
る
た
め
な
さ
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豆
満
‥
山
と
い
う
今
迄
に
か
っ
て

∴
二
∵
∴
∵
∴
∵
∴
∴
∵
∵
∵
∴
㍉
　
1
－
・

は
も
と
よ
り
■
品
員
各
位
の
紬
隼
な
問
題
と
し
て
次
の
誹
件
を
琴
こ
の
日
の
該
当
者
は
六
一
才
の
豆
か
参
加
し
た
。
　
　
　
■
そ
告
“
該
当
レ
日
代
■
ペ
ハ
撲
丹
レ
一

∵
㍉
∵
　
∴
∵
・
㍉
巨
：
・
．
生
年
合
同
祝
賀
会

不
肖
私
密
告
響
誓
旦
川
、
工
の
鼓
の
を
に
尚
将
門
　
　
五
百
名
余
の
会
員
で
願
う

ま
し
て
井
桁
に
煉
直
し
こ
げ
る
斯
様
に
謂
允
許
に
よ
っ
て
」
北
路

絹
絹
…
銅
器
招
週
用
器
用
牒
引
警
会
”

村
長
就
任
の
御
挨
拶

嘉
手
納
村
長
　
伊

礼
　
春
　
昌

t
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
孫
致
し

訂
村
民
の
ス
ポ
ー
ツ
意
識
の
高

H
レ
「
　
ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
増
加

‥
か
・
・
‥
り
、
闘
漂
日
へ
知
港
波
状
に

ト
・
こ
て
諸
般
の
河
芸
を
興
し
、

村
紺
浦
を
、
：
Q
わ
し
、
尚
観
光

面
の
一
翼
と
し
て
其
の
実
現
を

■
計
∵
肛
い
所
を
㌧
あ
り
ま
す
。

”
決
に
村
政
沌
常
面
に
つ
き
ま
し

て
は
村
民
の
代
表
で
あ
る
議
員

√
符
三
体
と
な
り
、
村
民
皆

寓
カ
の
↓
H
を
鋭
さ
、
し
聖
隻
心

■
に
副
う
よ
、
り
努
め
て
行
き
戊
い

と
思
っ
て
居
り
ま
す
。
そ
れ
に

此
の
度
先
川
両
白
い
心
ハ
付
位
■
日
用

す
1
め
に
依
り
．
士
∴
し
二
非
才
上

か
え
り
み
十
村
長
に
h
丸
根
補
強

カ
レ
免
称
名
け
い
研
折
り
に
上

り
即
し
へ
叫
に
精
損
で
る
罷
れ
∵
ふ

〓
士
す
。

元
村
は
北
谷
村
か
h
分
村
後
十

■
ニ
ケ
㍉
、
〓
来
二
代
目
村
長
の

串
侵
し
た
．
＝
山
頂
と
正
目
精
力
の
ノ
坐

し
‘
㍍
㌣
上
に
よ
〓
ま
し
て
′
㍉

▼
々
聖
止
し
、
水
鳥
扁
緑
巨
卜
六

日
ろ
嵩
市
　
）
し
∵
の
成
容
ぐ
幣

■
え
っ
～
あ
り
ま
す
草
は
桁
様
と

い
て
告
力
し
扱
い
レ
一
存
イ
る
あ
■
は
㌍
六
づ
省
桂
力
と
の
托
触
の

「
ふ
十
サ
ー
で
U
 
m
㍉
〓
村
日
通
粗
金
夕
什
日
を
扶
し
、
村
政
に

路
打
水
、
〃
〓
与
帖
ハ
製
杭
美
化
■
ド
ヨ
篭
川
根
の
扶
祝
を
鞘
バ
・
J
L

に
力
め
日
和
二
章
吊
三
次
」
日
光
か
か
る
い
村
政
と
村
艮
告
杜
の

の
損
附
∵
ハ
…
」
伸
の
呉
的
晶
女
子
に
五
和
増
進
に
邁
進
し
圧
い
覧
悟

よ
る
′
■
鞋
工
芸
の
日
成
、
揮
い
鵠
て
あ
り
ま
す
。
机
に
も
印
し
ま

群
凡
失
封
印
≠
火
に
刈
す
る
対
ィ
．
／
し
た
上
、
り
に
ホ
H
私
は
地
力
白

む
損
一
㌧
　
貯
‖
∴
…
心
を
椚
隠
し
て
ム
…
行
政
面
て
H
．
、
h
人
と
に
一
年

艮
畑
い
安
定
す
計
り
、
日
華
‖
▲
聖
、
き
り
士
で
了
一
か
ら
今
後
艮
日
枝

雫
爪
か
損
失
な
ら
し
め
て
入
射
T
〃
の
か
扶
助
と
租
鞭
趣
を
狙
願

L
i
し
た
と
こ
∴
村
民
皆
様
の
東
に
段
別
に
聖
人
た
い
の
て
あ
‥
の
郡
山
を
計
り
匝
グ
ラ
ウ
ン
ト
い
申
し
J
け
乱
行
の
祖
挨
拶
と

衝
け
力
に
上
り
当
選
爪
痕
を
得
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
右
整
備
し
て
競
技
会
圧
へ
の
他
の
致
し
ま
す
。

婦
人
会
、
区
長
、
批
点
グ
ル
ー
丁
¶
わ
い
た
ト
と
要
望
し
た
。
一
＝

プ
H
、
h
H
芸
諾
回
妄
か
手
た
ど
う
し
盲
や
た
け
れ
椚

集
。
生
活
改
＝
に
つ
い
て
の
笹
は
い
け
な
㌃
■
い
、
り
方
々
に
こ
上

し
合
い
か
持
上
試
た
。
　
■
く
近
い
親
戚
中
隣
り
近
所
の
人
“
当

こ
の
日
は
特
に
問
近
に
ひ
か
え
■
達
等
内
祝
い
程
度
に
し
、
お
面
里
一

て
い
る
生
年
祝
い
の
こ
と
に
つ
有
仏
も
裸
鈍
で
五
〇
仙
以
内
に
■
伊
波
一

い
て
詣
し
合
わ
れ
た
か
村
と
し
て
い
う
。
と
に
な
。
各
団
体
三

て
は
「
各
薫
等
は
や
へ
な
い
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
強
力
に
■

生
年
祝
い
は
　
か
ん
そ
に

各
区
長
や
団
体
長
が
話
し
合
う

去
る
一
月
．
一
二
一
日
1
線
二
時
か
　
い
る
の
て
山
来
る
丈
み
い
堅
′
－

・
り
役
所
の
会
〉
血
り
ご
▼
各
甘
塩
長
は
失
地
し
た
い
よ
ー
∵
出
力
し
一

高
校
捕
名
の
得
両
小
男

（
腰
不
同
敬
称
的
）

上
ケ
・
八
　
二
日
パ
　
（
行
．
）

（
㍍
チ
〓
ハ
は
一
′
や
い
通
が
会
場
）

」
と
い
う
嗣
H
の
も
と
に
多
額
■
村
民
に
よ
い
か
け
る
こ
と
に
な

の
絡
一
県
を
止
し
し
て
尉
一
日
レ
ー
つ
た
じ

し
た
台
同
視
門
奈
む
吏
試
し
二

目
立
つ
新
議
員
の
進
出

改
選
さ
れ
た
本
村
議
会
議
員
選
挙

木
村
選
奨
吊
邦
芳
バ
‖
会
（
新
吊
れ
て
た
り
ま
す
。
尚
議
会
1
血
山
…

正
雄
費
目
撃
て
は
肌
村
昼
＝
‥
■
選
挙
当
日
の
内
訳
と
各
候
補
煮

友
ん
日
用
∴
氏
許
誉
∴
㌧
読
七
十
坤
H
　
の
得
票
薮
は
次
の
通
り
。

竺
任
期
満
了
に
伴
い
去
る
一
月
■

選
挙
当
t
l
の
有
粧
者
敬

六
、
四
六
〇

琉
球
音
楽
や
帆
団
（
高
安
六
郎

一
座
）
　
に
上
る
誠
倒
、
卯
踊
等

が
決
起
し
既
往
し
た
。

議
員
は
二
U
名
の
定
敬
に
対

と
集
っ
た
一
般
会
H
は
丘
百
名

東
を
敬
え
掴
映
舘
の
耶
上
折
下

＋
．
∴
三
二
二
　
∵
∴

に
う
つ
っ
た
。

牙
三
年
次
嘉
手
納
村

緑
化
推
進
運
動
に
つ
い
て

観
光
課
貫
　
津
波
古
　
行
徳

と
は
よ
一
ハ
こ
ほ
し
い
こ
と
で
あ

る。そ
こ
で
本
村
に
於
い
て
も
一
昨

亙
－
岬
月
各
和
団
体
及
ひ
村
民

一
十
－

一
－

に
よ
ひ
か
け
緑
化
運
動
推
進
恰
銀
に
抱
餃
し
て
あ
り
ま
す
様
に
　
つ
て
心
身
と
も
に
甜
亭
九
人
閑

談
会
を
設
一
宜
し
村
民
各
位
の
仝
訂
空
事
李
そ
の
主
な
る
約
と
し
て
成
守
る
と
同
様
に
植

三
年
次
に
於
け
る
緑
化
運
動
は
壷
は
村
民
各
竹
か
貢
心
た
こ
め

去
る
十
】
月
か
ら
は
し
め
ら
れ
て
情
水
を
粧
え
∵
て
し
て
愛
護

て
を
り
、
今
年
度
の
純
栽
計
画
一
し
て
■
㌣
h
い
た
い
い
で
す
宣
几

h
“
∴
ノ
＼
さ
ん
ハ
7
日
グ
ラ
ム
か
し
二
十
三
嘉
か
立
候
補
し
た
た

あ
〓
日
時
一
．
万
頃
迄
に
ぎ
わ
■
め
決
選
拍
車
小
か
行
な
わ
れ
た
。

い
該
当
苫
ハ
ィ
々
れ
‥
里
艮
の
し
－
‖
昭
に
今
日
は
新
議
員
の
進
出
か

を
山
根
■
第
日
と
共
に
最
後
迄
準
日
立
▲
り
二
十
代
の
議
H
が
二
人

し
／
、
訳
し
左
い
山
ペ
た
っ
た
。
　
も
鳶
生
し
そ
の
活
組
が
期
待
さ

有
酢
崩
由一

ヽ
ヽ

」
／

投
勅
小
机

女男

不
在
投
叫
小
牧女男

有
効
票

無
効
票

四
九

去
る
十
月
一
日
発
ノ
爪
の
村
広
こ
れ
ハ
子
供
が
両
親
の
堰
情
に
よ

キ
ヨ
ウ
チ
タ
ト
ゥ
、
放
球
松
軍
人
々
の
あ
た
、
か
い
発
情
に
よ

え
・
h
J
t
た
山
水
も
ま
た
損
え
た

昌
川
上
持
．
′
∴
‥
巨
∴
隼
上
り
泣
言
．
浩
川
．
誉
言
溌
上
江

年
次
に
於
い
る
計
画
の
概
要
を

述
べ
今
後
の
本
運
動
推
進
に
対

一

．

1

】

一

．

．

2

1

．

　

　

‘

1

．

1

■

ノ

．

一

1

1

■

．

′

－

▲

．

一

紺
紺
紺
銅
描
紺
…
紺
Ⅶ
㍍
障
H
H
用
措
㌍
門
摘
紺
描
紺
腑
瑚

興
翫
耕
そ
の
他
動
伸
机
等
の
‥
血
裂
を
達
成
す
る
こ
と
か
出
来
な
い
一
趣
旨
に
紬
〃
日
岡
下
さ
っ
た
結
果

不
足
に
依
り
柚
木
か
濫
伐
さ
れ
㌻
い
う
目
上
の
机
店
か
L
机
妹
で
あ
り
ま
し
て
二
、
に
改
め
て

を
ナ
定
し
て
か
り
ま
す
。

こ
の
ー
全
村
緑
化
事
晃
は
そ
う
た

ま
や
さ
し
い
も
の
で
は
な
く
如

期
間
で
そ
や
戌
梨
が
あ
ら
わ
れ

る
保
誰
西
成
に
し
っ
．
、
ほ
し
め

て
す
／
、
づ
／
、
と
伸
ひ
成
木
、
成

林
す
る
こ
と
は
当
然
い
こ
と
で

あ
り
ま
L
㌧
私
か
こ
～
に
申
し

あ
け
る
ま
で
も
ふ
り
ま
せ
ん
。

尚
今
毎
度
も
村
は
各
位
の
他
人

た
る
御
け
力
を
得
ま
し
て
住
み

よ
い
、
ゆ
た
か
な
村
り
建
設
に

野
力
し
た
い
所
有
で
あ
り
ま
す

開
会
さ
れ
た
新
議
会

議
長
に
上
聞
氏
当
選

改
選
さ
J
t
た
新
議
会
l
f
二
月
二
元
烹
小
、
徳
光
1
E
伯
氏
一
郁
小
、

H
下
前
十
鵬
か
八
開
全
き
虹
堅
山
口
栗
栖
民
需
小
、
花
城
址
俊

■
族
長
と
し
て
最
年
長
レ
日
の
伊
波
】
氏
一
肌
小
、
仁
l
紙
投
刑
小
江
で
伊
波

ヰ
く
あ
れ
は
て
～
た
り
、
こ
の

た
め
年
々
駈
丸
す
る
n
凪
、
大

雨
等
に
よ
っ
て
人
畜
及
ひ
緒
産

兼
の
う
け
る
被
害
は
非
常
に
大

き
く
、
ま
た
早
魅
期
に
於
け
る

政
腑
か
事
班
を
と
り
一
析
年
t
感
■
劇
の
恵
を
去
す
る
次
第
で
あ

月
よ
り
全
机
各
市
町
村
一
斉
に
‥
り
ま
す
。

「
緑
の
㍑
沖
純
を
撃
」
う
」
と
一
以
上
か
ん
た
ん
に
第
二
、
郡
二

緑
化
拙
動
が
推
進
さ
れ
着
々
と
′
年
次
に
於
け
る
木
運
動
の
あ
ら

そ
の
芙
錆
を
納
め
つ
～
あ
る
こ
■
ま
し
を
申
し
の
ペ
ま
し
た
が
第

る
も
の
で
な
い
こ
と
は
村
民
各
一
の
で
村
民
各
化
の
狙
協
力
勧
支

位
の
卸
存
知
の
こ
と
で
あ
り
ま
一
将
を
切
に
花
里
す
る
次
第
で
あ

し
て
そ
の
日
的
速
成
に
は
相
当
▲
り
ま
す
。

の
年
月
と
た
ゆ
ま
ざ
る
努
力
が
■

必
要
で
あ
り
壬
す
。

鵬
潤
氏
か
あ
た
り
議
事
か
進
め

ら
れ
た
．

r
J
…
新
村
長
の
就
作
挨
拶
を
皮

切
り
に
議
事
目
指
に
入
り
日
柁

第
一
日
一
つ
の
議
長
選
挙
が
汀
わ
れ

た
。
そ
の
結
黒

上
聞
久
雌
氏
十
呵
小
、
村
山
盛
信

氏
七
両
小
、
当
山
哲
男
氏
三
票
で

上
関
久
雄
氏
が
議
長
に
当
選
し

た。○
…
ま
た
副
議
長
も
決
戦
投
柴

さ
一
l
た
結
果

伊
波
慮
潤
氏
九
呵
小
、
当
山
哲
男

麿
潤
氏
の
副
議
長
が
決
定
し
た
一

∪
…
議
席
は
一
番
伊
波
・
二
番
一

渡
ケ
次
、
三
番
徳
里
、
四
番
山

口
、
五
番
大
域
、
六
番
濾
臼
　
（

啓
）
七
番
花
城
、
八
番
伊
佐
、

九
番
知
念
、
十
番
当
山
、
十
一

番
滝
口
（
真
）
十
二
番
宮
城
、

十
三
番
奥
聞
、
十
四
芥
村
山
、

十
五
番
与
那
間
、
十
六
番
徳
元

十
七
番
岸
戌
、
十
八
番
古
鞠
、

十
九
番
神
里
、
二
十
番
上
聞
と

各
氏
の
議
席
が
決
定
さ
れ
た
。

尚
常
任
委
員
は
別
表
の
通
り

響
…
…
…
…

錮

　

徳

尤

正

信

建
■
　
知
念
　
佑
∵
穂
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1961年3Jj5【膵石言．予納匹弘所要　会教習笠鼠選挙日紆表

元丁訂一▲打‾‾‾二㌦㌻‾吉元‾手㌃青首－

教朽ちn達人期日の誉ホ
19　木．数日委員選挙碓動贅の制机裾の7－示

教汚点員選・運動糊」の告ホ

選隼の裾夫邁摩人名簿訊削明日始める
茂ブ去丑選挙日時の？．小
選ノjしっイイ・拉LH〃j縦及こ一雄推」問の請求始まる

21火星手書計翫端塁等会を課驚冤指警手示

l水欝鰻認紙数節気聖洲棚。始まる

10企欝要員蓋苦≡謂霊鰐公多諾発駅宝典榊摘E．齢

21回教扁嘉よ拍車諭‾諭去蒜二竜嘉も
231水l教習蚕∫遁退会埠、連畔「畔、通学定私署オ虹案牒

しの箕施
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2（号0鄭報広村約手

福
融
資
金
の
貸
付
実
施
に
っ
い
て

嘉
手
納
村
社
協
　
高
　
嶺
　
政
　
助

璃
露
純
絹
描
絹
叩
詐
競
闘
絹
鴇
芦
折
絹
謂
緋
鰐
川
㍑

福
祉
迅
付
制
度
は
他
か
ら
賃
金

の
■
鱒
地
を
受
l
十
る
こ
と
が
陶
製

な
供
狐
所
得
層
に
対
し
賃
金
り

貸
付
を
行
う
こ
と
等
に
よ
り
、

そ
の
鋲
演
的
日
立
の
助
成
と
生

活
‥
山
肌
の
助
長
を
凶
り
あ
わ
せ

て
そ
の
扶
養
し
て
い
ろ
児
範
の

福
祉
を
増
進
す
る
と
典
に
父
母

の
な
い
児
帯
に
如
し
罰
金
の
貸

付
を
す
る
こ
と
に
よ
り
独
立
生

前
の
促
進
を
阿
る
事
を
目
的
と

す
る
制
度
で
あ
り
ま
す
。
こ
ゝ

L
）
　
と
死
別
し
た
肘
苗
及
∵
こ

れ
に
郵
す
る
次
の
各
＝
勺
の
一
に

掲
げ
る
児
轟
を
い
い
ま
す
。

一
、
父
母
C
生
れ
か
眺
ら
か
で

な
い
児
英

二
、
父
付
か
り
追
求
さ
れ
て
い

る
児
和

三
、
父
団
が
海
外
に
あ
る
た
め

そ
の
一
扶
養
を
実
り
る
こ
と
か
で

き
た
い
児
茹

す
る
の
に
必
要
な
賃
金
）

四
、
実
地
修
練
（
低
額
所
得
者

が
扶
養
し
て
い
る
児
翫
又
は
父

母
の
た
い
児
燕
か
学
校
教
育
法

に
規
定
す
る
高
等
学
校
若
し
く

は
大
学
に
就
学
し
又
は
医
如
法

に
規
定
す
る
実
地
修
練
を
受
け

る
の
に
必
蟄
な
貝
金
）

五
、
医
療
貞
金
　
（
医
鉛
を
受
け

一
る
の
に
必
嬰
な
汽
金
）
但
し
六

四
、
父
母
か
机
知
上
又
は
身
体
ヶ
月
以
内
で
な
お
る
見
込
み
の
三
節
句
金
の
忙
還
沖
打
に
、

上
の
苦
し
い
障
害
に
よ
り
日
常
∵
わ
い
者
は
該
当
し
な
い
し
　
　
釘
孝
損
金
、
文
政
日
金
、
払
能

言
わ
い
て
月
額
五
ド
ル
以
内

首
、
修
学
預
金
の
貸
付
は
恵
＝
叶

は
沃
地
修
練
の
畑
中
月
配
六
卜

川
ル
け
内

五
、
医
払
日
金
の
一
致
付
は
育
賓

拾
ト
ル
以
内

」
ハ
、
生
活
汽
金
の
節
制
は
一
人

に
つ
き
月
翫
五
ド
ル
以
内

七
、
住
宅
楠
礁
日
金
の
f
i
付
に

三
十
ド
ル
以
内

¢
…
致
付
す
霊
け
及
利
↓
、
。

て
は
知
識
技
能
を
習
得
す
る
期

間
が
満
了
し
て
後
L
h
ヶ
月
女
賊

遇
す
る
ま
う
、
帖
ミ
芋
日
金
に
つ

い
て
に
当
該
柩
†
日
金
の
は
付

に
上
目
軋
学
L
h
L
差
が
当
該
学

杭
む
や
黙
し
∵
後
〓
し
の
ぶ
か

引
続
き
投
与
日
金
い
n
側
に
よ

り
大
学
に
就
学
し
た
場
合
X
は

で
、
生
活
釣
金
に
つ
い
て
は
依
一

轄
ハ
付
の
H
か
ら
六
m
月
を
抒
■

遇
す
る
ま
で
と
す
る
。

○
…
程
証
人
　
貸
付
金
の
日
付

を
羊
け
Å
う
と
す
る
ポ
巨
、
付

証
人
を
た
∵
た
け
か
〓
ト
ト
わ
■

い
し
融
和
C
保
謹
人
目
、
賃
日

金
の
貸
付
を
受
け
た
君
と
蓮
＝
両
■

l
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h
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よ
、
の
名
若
し
く
は
当
該
引
鱒
ざ
し
て
情
薪
を
負
糾
す
る
も
の
と

右
ハ
字
に
九
八
j
し
た
占
か
や
禁
絶
し
、
そ
の
供
証
〃
重
り
、
誼
的

量
　
刑
2
7
6
8
2
2

日
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リ
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払
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q
二
一
q
n
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川
q

爪
訂
　
2
　
5
　
1
k
U
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と
U
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0
n
l
 
q
d
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▲
‖
打
　
l
－
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5
　
β
U
 
q
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1
　
2
一
l
 
q
■
　
つ
り
　
▲
ツ
】
　
八
γ
　
－
■
■

区
迷
区
医
区
帽
l
区
計

亡
H
′
一
e
U
　
7
　
0
0
　
9
　
1
　
1
1

去
る
二
月
一
日
か
ら
児
童
福
祉
一
郎
打
‥

子
手
帳
交
付
き
る

愛
と
正
し
い
知
識
で
親
も
交
付
が
は
じ
め
ら
れ
紙
座
娼

与
の
健
康
を
守
る
母
締
約
絹
川
描
摘

が
早
く
も
申
硝
者
が
殺
到
し

た
∴
J
‥
∵
億
学
日
金
ハ
貸
倒
に

よ
い
実
地
修
練
を
空
け
る
均
ハ
日

に
∫
い
て
は
、
最
終
の
大
寸
を

京
菜
し
又
は
実
地
艇
鰊
む
終
了

金
を
色
合
す
る
も
の
と
づ
る
も

以
上
即
し
上
け
ま
し
て
紬
和
仏

付
力
金
に
つ
い
て
ハ
ム
匁
し
直

と
し
満
、
ぶ
し
い
こ
と
ド
的
㍍

し
た
後
）

一
年
を
経
過
す
る
ま
首
役
一
仇
に
J
闘
い
八
日
腑
寸
さ
い

で
い
う
低
翫
所
得
者
と
は
放
球
■
生
餌
の
用
を
升
で
る
こ
と
が
山
㌔
生
活
鋳
金
（
放
縦
習
得
貰
■
引
錯
節
金
、
及
r
住
宅
柏
艇
頂

等
あ
っ
て
箸
T
に
震
律
締
㍍
…
描
銅
空
け
絹
…
鴇
…
縞
…
頼
露
結
結
露
紺
踊

当
す
る
者
を
い
ゝ
ま
す
。

「
わ
ず
か
た
出
盤
等
に
よ
り
　
荊
各
号
に
化
け
る
児
邦
は
清
二
又
は
医
姓
貰
金
の
貸
付
を
受
け
■
C
生
活
r
j
金
に
つ
い
て
は
勤
㌧
い

牙
一
回
生
改
研
究
発
表
会
催
さ
る

り
入
場
‥
日
日
へ
糾
昔
発
丁
左
芸
と

し
て
㍑
町
成
案
J
l
∴
今
後
の
活
躍

が
勅
的
さ
い
　
∴
う
。
次
に
生

活
止
．
と
に
、
ヒ
一
ハ
ト
∵
】
と
を

い
う
ハ
か
。

○
…
隼
浦
舟
政
吉
す
る
と
い
う

こ
と
は
q
t
に
物
が
変
る
〃
け
て

以
上
即
し
上
汁
ま
し
て
次
に
当

日
の
入
汽
行
と
稚
目
に
つ
い
て

法
の
規
定
に
よ
る
、
時
子
手
敲

お
知
ら
せ
し
ま
丁
。

尚
本
村
の
グ
ル
ー
プ
数
は
十
一

で
現
在
迄
に
百
八
拾
四
名
が
グ
一

打
描
舅
編
笠

句
頃
迄
に
は
あ
と
二
、
三
の
グ
‥

ル
ー
プ
が
出
歩
勺
と
係
の
方
で
一

は
1
号
て
い
る
。（

塀
不
同
）
　
　
一

秤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目

グ
ル
ー
プ
名
　
㌣
氏
　
　
名

て
生
活
が
戟
カ
さ
か
る
恐
れ
の
ン
し
才
に
満
た
な
い
者
を
い
ゝ
ま

あ
る
小
．
許
疎
料
≠

二
、
h
L
金
の
出
刃
と
必
啓
上
抜

助
粁
導
を
与
え
る
こ
と
巨
上
こ

て
、
敵
性
議
於
上
へ
の
軋
落
む

防
止
し
、
n
」
い
■
封
当
省
d
大
石
葺

け
得
る
と
講
読
こ
∵
↑
る
幸

三
、
白
む
石
工
÷
∵
㌢
芋
た
n
左

の
令
餌
又
は
完
山
一
∵
㌣
㌫
血

か
ら
受
け
る
こ
と
か
世
帯
わ
者

○
…
父
母
ハ
た
い
1
－
八
、
岬
レ
1
は
父

す。〇
三
次
に
貸
付
の
郁
知
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
寸
。

「
生
業
猿
金
（
部
喪
を
開
始

す
る
の
に
必
要
な
蛮
金
し

こ
、
支
度
捨
金
（
就
験
す
る
に

際
し
て
必
要
な
支
度
に
要
す
る

罰金）
三
、
技
能
町
目
指
貞
金
（
耶
文
を

闘
如
し
、
又
は
就
職
す
る
た
め

て
医
療
を
受
け
て
い
る
期
間
中
打
払
如
池
亀
五
年
以
西
と
し
巾

そ
の
者
の
駄
す
る
世
帯
の
生
活
面
は
勾
恥
甘
遊
、
半
年
餌
付
益

日
並
ひ
に
助
産
及
ひ
葬
祭
に
必
釘
は
月
蝕
質
欝
力
浮
に
よ
る

全
発
表
者
に
貿
状
と
記
念
品
を
贈
呈
宅
い
わ
れ
て
い
与
、

こ
の
二
と
は
拍
術
両
l
ハ
成
良
は

よ
る
十
二
八
十
八
日
午
後
二
時

か
ら
嘉
丁
紬
劇
場
l
：
於
い
て
本

桐
で
始
め
て
の
丑
沼
改
1
．
に
つ

母
（
圭
父
付
及
「
、
か
父
母
を
合
一
に
必
要
な
知
誠
や
紋
能
を
習
得

蟹
な
賀
金
し

七
、
住
宅
軌
修
賃
金
（
住
宅
を

机
修
す
る
の
に
必
要
な
資
金
）

○
…
貸
付
金
軸
の
限
度

一
、
生
芙
只
金
の
ノ
貸
付
は
笥
ト

ル
以
内

二
、
支
度
f
t
金
の
貸
付
は
十
ト

ル
以
内

三
、
技
能
習
得
汽
金
の
貸
付
は

も
の
と
す
る
し
伸
し
覿
」
廷
趣
い
て
の
研
究
九
真
金
か
鋸
拙
さ

を
的
け
る
も
の
で
は
な
い
。
　
打
た
。

す
る
と
共
に
広
く
一
般
生
江
の

改
・
・
．
芯
慾
を
即
め
ろ
、
と
い
・
）

趣
ヒ
日
か
h
付
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
■
し
当
日
は
ク
ル
ー
プ
‥
い
多
長

か
り
つ
た
ノ
、
む
し
一
‥
生
活
に
対

す
る
考
■
人
力
か
変
っ
て
い
く
の

で
あ
り
、
斗
溝
J
k
l
H
活
動
を
続

け
て
い
く
う
え
に
知
遇
や
技
術

種
子
手
帳
は
、
母
子
手
帳
は

母
と
千
の
髄
陳
を
守
り
、
稔

べ
て
の
児
新
か
心
身
共
に
す
こ

や
か
に
育
て
ら
れ
る
た
め
に
、

析
振
し
た
と
き
か
ら
分
娩
、
育

児
と
、
一
打
し
た
適
切
な
指
導

と
援
助
む
行
う
た
め
に
生
れ
た

と
き
か
ら
小
学
毅
に
入
学
す
る

ま
で
の
鮎
康
状
態
を
記
録
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
母
子
手
帳
を
持
参
し
て

お
り
ま
す
と
剛
某
医
に
よ
る
健

康
診
断
の
場
合
で
も
、
診
断
敦

が
支
払
え
な
い
貧
し
い
時
子
の

た
め
に
は
、
政
府
が
費
用
を
負

担
す
t
？
－
レ
一
に
な
っ
て
い
ま
す

一
母
子
手
帳
の
交
付
を
希
望
す

離
賃
細
摘
謂
相
識

と
が
出
来
又
分
娩
し
て
い
る
人

T
で
も
申
出
て
夏
付
を
受
け
る
二

川
と
が
で
き
ま
す
。

二
等
は
多
く
の
人
々
が
こ
の

車
帳
を
利
用
し
て
も
ら
う
よ
う

希
望
し
て
お
り
ま
す
。

が
研
究
発
表
や
リ
ク
レ
ー
シ
ョ
方
習
得
が
山
来
る
と
共
に
人
間

二
、
修
学
頁
金
の
貞
付
金
は
舶
…
こ
れ
は
生
新
の
合
理
化
と
竺
撃
ン
等
を
行
い
約
日
拾
数
名
の
来
由
に
成
長
し
て
い
く
こ
と
で
あ

利
子
と
し
、
そ
の
他
の
訊
佃
金
技
術
の
向
上
や
発
鹿
の
為
に
た
膏
や
村
民
か
響
け
雲
上
し
っ
た
ち
ま
す
。

に

つ

い

て

は

振

田

凱

闘

中

は

旦

ゆ

三

さ

る

研

究

、

努

力

を

続

け

一

　

■

■

I

L

■

1

1

利
子
と
し
、
振
笹
払
臣
紹
迫
後
ト
て
い
る
生
活
改
喜
グ
ル
ー
プ
H
¶

は
て
利
は
讐
分
弓
憲
実
誓
酌
の
研
諾
牒
公
示
「
被
保
護
世
帯
の
住
居
を
改
築

折
紺
…
紺
招
鰭
㍍
掴
腔
鮎
鮎
錯
示

一
区
に
咲
い
た
美
し
い
区
民
愛

本
土
で
働
く
集
団
就
職
者
を

激
励
し
ま
し
よ
う

識
㍍
絹
絹
机
紺
詣
銅
盤
詔
錯
机

㌣【恥－祉狭
軌

節
臥
如

申
封
印

甜
貿
伺
始
牡

罪
の
雲
即
敵

の
針
山
月
刊

托
向
山
雲
支

倉
・
世
の
H
l
比
る

人
相
者
．
吊
．
′
1
日
こ
エ

琴
に
付
和
の
姉

過
ご
ー
⊥
l
設
人
R
l

芙
打
出
河
金
婚

缶
山
女
ヂ
」
U
L
動

の
紬
の
印
の
凡

樟
一
㍍
準
茸
準
禅

道
J
U
‥
迅
速
通
運

【
1
．
1
．
し
．
1
．
1
．
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委
委
委
豪
委
左

石
再
n
・
H
f
j
＝
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教
教
教
教
教
感

火
一
日
u
J

日
ぎ
　
　
示

鉾
舶
日
日
〃
r
l

愚
伺
絶
鋲
と

乃
妥
毅
最
及

雲
拙
由
煎
H

の
郁
男
P
ス
丑
口

跡
の
仰
山
報

h
老
甘
届
臥

敢
打
桝
の
中

州
卜
山
並
人
用

，
跡
所
表
れ

付
文
務
や
動

柚
の
叫
の
迎

棋
準
群
群
轟

立
逆
運
過
遁

「
l
⊥
‘
⊥
－
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L
t

萎
萎
萎
委
委

閂
自
得
百
日

教
教
教
故
教
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囁7　　／、る
日
の

す
定
き

対
称
と

に
の
る

耗
筑
え
ロ
ホ

宕
祭
超
穐
誉
仙

人
人
を
鮎
の
押

挙
野
人
川
小
目
の

遮
適
力
投
欺
場

末
夫
人
新
和
小
目
小

袖
拙
金
木
P
L
捗

の
の
」
凡
の
の
の

挙
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＊
お
頭
衷

選
送
達
遠
退
選

H
L
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l
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百
百
百
日

数
教
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救
助
教

一

九

人

穴

一

年

二

　

月

ヽl
V温の民区

区
【
嘉
手
川
部
久
巨
費
で
は
毎
U
C
食
費
に
も
事
欠

二
■
は
事
三
月
八
才
′
■
㌻
族
の
呼
三
の
財
産
で
あ

区
握
転
出
で
被
保
旦
り
温
い
場
所
で
あ
る
へ
き
住
い

凸
宜
ト
ト
牒
十
廿
日
凸
日
日
晶

し
て
を
り
、
各
方
面
で
元
気
に

活
躍
し
て
わ
り
ま
す
。
故
郷
を

断
れ
て
邁
′
、
厳
で
の
地
で
雨
に

も
負
け
ず
、
風
に
も
ま
け
ず
頑

張
っ
て
い
る
一
勇
敢
な
・
三
日
少
年
を

激
励
し
ま
し
よ
う
。

薪
　
　
　
　
先

の
修
理
は
と
う
す
る
こ
と
も
出

来
な
か
っ
た
。

オ
l
り
二
区
三
糀
に
あ
　
か
ね
て
そ
の
こ
と
を
知
っ
て
い

前
頂
カ
メ
さ
人
の
住
云
悠
嘉
子
川
区
長
は
な
ん
と
か
区

一
掃
で
小
高
い
所
に
あ
る
六
坪
の
一
足
に
よ
ひ
か
け
て
出
来
る
丈
の

オ
造
茅
音
四
人
世
帯
－
去
る
■
こ
と
は
し
て
や
。
た
い
と
考
え

下
八
年
に
建
て
・
h
わ
た
は
か
り
セ
氏
に
共
か
け
宗
加
入
金

石
住
居
ハ
■
が
ほ
と
ん
ど
不
朽
し
▲
や
区
民
か
軌
極
的
に
植
力
す
る

冬
に
も
な
る
と
北
か
ら
叛
き
つ

け
る
李
獅
凪
か
．
ホ
赦
な
／
・
前
砕

さ
ん
ゾ
ト
放
た
い
八
か
〔
け
た
し

一
前
頂
き
人
は
打
年
別
に
大
が
六

名
の
小
供
首
不
束
し
て
情
光
し

た
た
め
女
の
千
二
つ
で
は
ど
う

■
し
て
も
六
名
の
小
供
通
の
生
活

五
見
る
こ
と
か
頼
火
で
二
名
を

児
前
腕
に
世
話
し
て
も
ら
い
現

れ
は
救
済
を
受
け
て
細
々
と
錬

三
と
に
な
り
、
村
役
所
内
に
あ

る
引
会
裾
祉
樟
議
会
に
村
山
し

一
て
村
役
再
か
八
二
十
ィ
．
ト
ル
を

㌔
し
て
も
h
い
種
を
取
。
か
え

る
板
や
釘
、
炊
申
場
雪
に
使
用

す
る
ト
タ
ン
等
を
n
い
見
迎
え

る
程
h
止
派
に
し
た
も
の
で
あ
る

三
の
こ
と
を
実
現
す
る
迄
の
区

長
の
努
力
と
全
区
民
の
班
毎
的

な
H
力
と
区
民
愛
に
対
し
て
前

清
し
て
い
る
炎
し
い
は
遇
に
あ
扉
さ
ん
は
勿
論
多
く
の
村
民
か

る
人
で
努
Q
C
そ
れ
で
も
月
十
㌃
感
謝
さ
れ
て
い
る
。
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浜
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社
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地
沌
市
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部
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